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　人を人たらしめているのは精神活動です。それを形に昇華して後世に伝え

る文化遺産は、人類にとってかけがえのないものであり、社会基盤の重要な

構成要素でもあります。世界の文化遺産はその保護制度が充実しつつある一

方で、大規模災害を含めた災害からの防御は未だ極めて手薄な状況にありま

す。一方、災害科学の分野においても文化遺産を研究の対象とすることは極

めて希でした。これまでの 21 世紀 COE プログラムでは文理融合の体制を構

築して、世界に先駆けて文化遺産防災学を創成しました。2008 年、新しい

グローバル COE プログラムに採択された本拠点では、文化遺産とこれを取

り巻く歴史都市を災害から守るための教育研究を推進し、その学理を国際規

模で展開し、国内にとどまらず世界各地で文化遺産を災害から守るリーダー

となる人材を育成することを目的としています。

 

　近畿地方などの文化遺産集中地域は内陸地震の多発地帯と重なり、今後約

５０年は続く地震活動期に入っています。近代以降の都市の拡大によって文

化遺産が市街地に埋没したこともあって、我が国の歴史都市と文化遺産はま

さに危機的状況に置かれています。一方で大規模災害対策については、我が

国のみならず世界的にも手つかずの状態です。我が国だけでも多くの歴史都

市があり、世界には 660 を越える世界文化遺産と歴史都市があります。こ

れらを守るには、各国の政府と地方自治体に数千人規模の文化遺産防災専門

家と、研究発展のための若手研究者の養成が急務であり、国際的推進を主導

する教育研究拠点の確立が急がれています。

　文化遺産を核とした歴史都市を災害から守り、無事に次世代へと受け継ぐ

こと。この難しい課題に対し残された時間は僅かです。来たる災害に先んじ

て安全で美しい環境を育むことを目指し、歴史都市を守る「文化遺産防災学」

の、世界的規模での研究推進を定着させるために努力して参ります。皆様の

ご理解ご支援をよろしくお願い申し上げます。                            

ご挨拶
立命館大学理工学部都市システム工学科教授・G-COE 拠点リーダー    大窪　健之

図１　既存の二分野にまたがる「文化遺産防災学」の研究領域



Ritsumeikan University G-COE

Newsletter No.11 / August 2008 �

　本グローバル COE プログラムでは、研究対象をこれまでよりさらに拡大

深化させ、美術工芸品から周辺環境、世界各地の歴史都市までを含め、文化

遺産を周辺の歴史的環境と一体的・総合的に捉えることにしています。さら

に「文化遺産防災学」の体系化へ向けて、研究成果の実用化・汎用化と、教

育プログラムの開発・普及を図ることで、以下の３つの目標を達成すべく努

力してまいります。

　①文化遺産防災を担う若手研究者・社会人実務家の人材育成

　②普遍性・汎用性のある文化遺産防災技術の研究開発

　③文化遺産防災学の教育および研究における国際貢献

研究テーマとしては、４つの研究課題に取り組むことにしています。

　①文化遺産の脆弱性：災害時における脆弱性の把握

　②歴史災害：歴史に学ぶ減災手法の抽出と現代への応用

　③防災技術：文化遺産の危機管理技術と防災施設の開発

　④防災計画と政策：文化遺産防災地区計画、ガイドライン・体制づくり

　これらの成果を組み合わせることで、山地・山麓・平地・臨水地等の市街

地特性や災害類型ごとに活用できる普遍性のある「文化遺産災害対策パッ

ケージ」を創出していきます。これらの成果を文化遺産保護に関わる研究者・

実務家の教育プログラムに活用し、さらに現場での研究参加を通じて教育し、

世界に類のない文化遺産防災研究のパイオニアを輩出します。

　また、国際研究ネットワークの構築に関

しては、平成 17 年の国連防災世界会議に

おいて我々が提唱して実現した「文化遺産

危機管理」分科会、および国内で運営して

きた研究組織「文化遺産防災連絡協議会」

を発展させ、「文化遺産防災・国際研究コ

ンソーシアム」を構築し、コンソーシアム・

ミーティングを開催することにしていま

す。これに参加する国々の間で、研究者お

よび実務者のネットワークを形成していき

ます。また国際研修、国際研究集会などを

開催し、国際ネットワークを構築して、国

内外の文化遺産における大規模災害の危険

性を啓発することも大切です。

　普遍性をもつ文化遺産防災学の構築を推進し、文化遺産防災のリーダーと

なりうる実務家と研究者を、国際社会に輩出する教育研究拠点を確立するこ

とを目指して取り組んでまいります。

 文部科学省グローバル COE プログラム

歴史都市を守る「文化遺産防災学」推進拠点について

図１　「文化遺産災害対策パッケージ」のイメージ
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氏　名 所属部局，職名 専門分野，学位

大窪　健之 理工学部 都市システム工学科，教授（拠点リーダー） 文化財防災学，博士（工学）

山﨑　正史 理工学部 建築都市デザイン学科，教授（副リーダー） 保存修景計画，博士（工学）

益田　兼房 グローバルイノベーション機構，教授（副リーダー） 文化財防災学，博士（工学）

吉越　昭久 文学部 人文学科，教授（副リーダー） 歴史地理学，文学修士

伊津野　和行 理工学部 都市システム工学科，教授（幹事長） 耐震工学，博士（工学）

小川　圭一 理工学部 都市システム工学科，准教授（幹事） 交通管理計画，博士（工学）

武田　史朗 理工学部 建築都市デザイン学科，講師（幹事） ランドスケープデザイン，博士（緑地環境科学）

川合　誠 情報理工学部 情報コミュニケーション学科，教授 衛星ネットワーク，博士（工学）

深川　良一 理工学部 都市システム工学科，教授 地盤災害・土質力学，博士（工学）

里深　好文 理工学部 都市システム工学科，教授 河川災害，博士（工学）

鈴木　祥之 グローバルイノベーション機構，教授 耐震工学，博士（工学）

田中　哮義 特別招聘教授（京都大学 防災研究所，教授） 都市火災，博士（工学）

土岐　憲三 グローバルイノベーション機構，教授 地震工学・文化財防災，博士（工学）

鐘ヶ江　秀彦	 政策科学部，教授 計画理論，博士（工学）

塚口　博司 理工学部 都市システム工学科，教授 交通計画，博士（工学）

片平　博文 文学部 人文学科，教授 歴史地理学，博士（文学）

高橋　学 文学部 人文学科，教授 環境考古学，博士（文学）

山崎　有恒 文学部 人文学科，准教授 河川改良史，文学修士

村上　隆 京都国立博物館，学芸部保存修理指導室長 文化遺産保存学，学術博士

金　王稙 明知大學校建築大學，教授 文化遺産保存学，Dr.Eng.

冷泉　為人 グローバルイノベーション機構，教授 日本美術史，文学修士

岡田　篤正 グローバルイノベーション機構，教授 地球物理学，博士（理学）

  事業推進メンバー
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図２　「文化遺産防災学」推進拠点における活動の枠組み

図３　「文化遺産防災学」推進拠点を中心とした国際連携・国際貢献
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　昨年度開催した歴史都市防災シンポジウム '07 では、全国から集まった

49 編の論文が発表され、200 人以上の参加者がありました。今年度も引き

続き歴史都市防災シンポジウム '08 を開催し、広く研究者や関係者の意見交

換を行う場を設けることとしました。下記要項にて査読付き発表論文を募集

いたしますので、奮ってご応募ください。今年度はあわただしいスケジュー

ルとなりましたが、来年以降も毎年開催しますので、よろしくお願いします。 

  

■開催日　　　2008 年 10 月 4 日（土）

■会場　　　　立命館大学　衣笠キャンパス　志学館 2 階

　　　　　　　（〒 603-8577　京都市北区等持院北町 56-1） 

■参加費・論文掲載料　　　　無料

■募集論文のテーマ 

文化遺産や歴史都市を自然災害から守るための研究や事例に関する新規論文。

①文化遺産の脆弱性、②歴史災害、③防災技術、④防災計画と政策、など。 

■投稿要領 

1 編 4 ページ～ 8 ページ（ただし、偶数ページ）とし、完全版下原稿を A4 判

でオフセット印刷します。書式は、下記 URL よりテンプレートをダウンロード

の上ご利用ください。⇒ http://www.rits-dmuch.jp/sympo.html 

■論文投稿締切　　2008 年 8 月 4 日（月）

■査読 

投稿された論文は 2 名の査読者によって審査されます。査読に伴って見出され

た疑義や不明な事項について修正をお願いすることがあります。シンポジウム

論文集登載の可否および修正意見は 8 月 25 日（月）頃通知される予定です。 

■最終原稿締切　　2008 年 9 月 12 日（金） 

修正意見によって適切に修正された完成原稿を、期日までに郵送してください。

■プログラム・参加申込み 

プログラム及び参加申し込み案内は、随時ホームページ

（http://www.rits-dmuch.jp）に掲載する予定です。

発表時間は 1 編あたり 10 分程度を予定しています。 

■主催　立命館大学グローバル COE プログラム　

　　　　歴史都市を守る「文化遺産防災学」推進拠点

■発表申し込み先・問い合わせ先

立命館大学　歴史都市防災研究センター　シンポジウム係

〒 603-8341　京都市北区小松原北町 58

TEL：075-467-8801（代）　FAX：075-467-8825（代）

Email アドレス：rekibou ＠ st.ritsumei.ac.jp 

「歴史都市防災シンポジウム '08」開催と講演論文の募集
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■ 2008 年岩手・宮城内陸地震による文化遺産の被害調査報告会

　2008 年 7 月 15 日、立命館大学 BKC キャンパスにお

いて、6 月 14 日に発生した岩手・宮城内陸地震による

文化遺産の被害調査報告会を開催しました。

　この地震では、最大震度 6 強が記録され、国宝 0 件、

重要文化財 9 件、重要伝統的建造物群保存地区 1 件、重

要文化的景観 1 件、史跡・名勝７件、登録文化財 8 件の

被害が報告されています。

　文化庁、岩手県教育委員会、一関市・平泉町の両教育

委員会のご協力をいただき、6 月 25 日～ 27 日にわたり、

①平泉周辺、②本寺村、③金ケ崎町の 3 つのエリアにつ

いて現地調査を実施しました。

　今回の地震では幸い火事がほとんどなく、どの文化遺産も文化的価値を大

きく損なうような被害はありませんでした。しかし、特に山腹や山上にある

文化遺産では、そこへたどり着く道に大きな被害が見受けられ、文化遺産を

活用していく上では課題が残されています。文化遺産そのものの耐震性を向

上させるだけでは、このような自然災害から文化遺産を守ることができませ

ん。文化遺産を取り巻く環境も含めた防災対策の重要性が再認識された地震

でした。

　報告会の配付資料は、下記のウェブページをご覧下さい。

歴史都市防災研究センター　ホームページ　

⇒ http://www.rits-dmuch.jp/

その他の事業報告

写真１　山王窟の祠内部の被害状況

×

×　震源
○　調査箇所

凡例：

岩手県

秋田県

宮城県山形県

骨寺村

荒砥沢ダム

（地図 ： CraftMAP）

③

①②

図１　震源と今回の調査箇所

写真２　駒形根神社の鳥居の被害
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